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石 川県教育委員会事務局等組織規則の一 部 を改正する規則をここに公布する。

令 和三 年 三 月 三 十 一 日
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石 川県教育委員会規則第=可

石 川県教育委員会事務局等組織規則の一 部 を改正する規則

石 川県教育委員 会 事務局等組織規則(昭和四十年石川県教育委員 会 規則第五号)

第 十二条第一 項 第四号の表石川 県 教員総合研修センター の項 中

総 務・広報課

リ ー ダ ー 養 成研修課

自 主研 修サポート課

基 本研修課

教 育相談課

い しかわ師範塾

の 一 部 を次のように改正する。

ノレ
課卜

サ ポ 課ト

に 改める。を

附 則

こ の規則は、令和三 年 四月一 日 から施行する。

行 政手 続における押 印の見直しのための関係規則の整備に関する規則をここに公布する。

令 和三 年 三 月 三 十 一 日
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石 川県教育委員会規則第二号

行 政手続における押印の見直しのための関係規則の整 備に関する規則

( 石川県教育委 員会聴聞規則 の 一 部 改正)

第 一 条 石 川 県 教育委員 会聴 聞規則(平成六年石川 県 教育委員会規則第九号)の一 部 を次のように改正する。

第 十 一 条 第 一 項 及び第三 項 中「記名押 印」 を「記名」に改める。

別 記様式第 一 号 中「鴻」を「燕」に、 「 E 斗円 H 糠 油務」を「由 非 同 糠湛議」に改める。

別 記様式 第二号から別 記 様式第五号までの規定中「鴻」を「燕」に改め、 「 ⑨」を削 り、 「 国対H 糠 油議」を「E

サ 雨林潜議」に改める。

別 記様式第六号及び別記様式第七号中「⑨」 を 削り、「 司 ト サ u h M 祢 溢議」を「司斗円雨林濁務」に改める。

別 記 様式第八号中「漕」を「燕」に改め、「⑨」を削り、「司サH 糠 油斎」を「回非同糠油禁」に改める。

砂
与

ム 一 品
ム 一品
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( 石川県教育職員免許法令施行細則の一 部 改正)

第 二条石川 県 教育職員免許法令施行細則(昭和四十三 年 石川 県 教育委員会規則 第 九号)

る 。

の 一 部 を次のように改正す

様 式第一 号 中 「 鴻 」を「 鶏 」に改め、「③」を削り、同様式備考を削る。

様 式第二 号 中 「 ③ 」を削り、同様式備考を削る。

様 式第三 号 備考以外の部分中「吾 」 を削り、同様式備考を削る。

様 式第五号中「 薄 」を「 鶏 」に改め、「⑨」を削り、同様式備考を削る。

様 式第十号備考以外の部分中「吾」を削り、
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削 る 。
様 式第十一 号 中「薄」を「燕」に改め、「⑨」

様 式第十二 号 中「理」を「燕」に改め、「⑨」

様 式第十三 号 備考以外の部分中「濡 」を「 燕 」

様 式第十四号中「潮岬」を「菰」に、丑

を 削り、同様式備考を削る。

を 削り、 同 様式備考を削る。

に 改め、「吾 」 を削り、同様式備考を削る。

百
1¥
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由社 ⑨ 一 を

一
I

岳 に 改め、 同 様式備考を削る。

様 式第十五号備考以外の部分中「潮 岬」を「 燕 」に改め、「吾 」 を削り、同様式備考を削る。

( 教育職員 免 許状の更新等に関する規則の一 部 改正)

第 三 条 教育職員免許状の更新等に関する規則(平成二 十 一 年 石 川 県 教育委員 会 規則第二 号 )の一 部 を次のように改

正 する。

様 式第一 号 備考以外の部分中「召 」 を削り、同様式備考を削る。

様 式第二 号 中 「
河 合召」を

「 知 的」に改め、同様式備考を削る。

様 式第三 号 中 「
河 合否」を

「 河 合」に改め、同様式備考を削る。

様 式第四号備考以外の部分中「召 」 を削り、同様式備考を削る。

様 式第五号備考以外の部分中「召」を削り、同様式備考を削る。

様 式第六号中「
見 台吾」を

「 河 合」に改め、同様式備考を削る。

様 式第七号中「
河 合吾」を

「 河 合」に改め、同様式備考を削る。

( 学校教育法施行細則の一部改正)

第 四条学校教育法施行細則(昭和三 十 一 年 石川県教育委員会規則第十五号)の一 部 を次のように改正する。

第 七号様式中「 ⑨ 」を削る。

( 石川県立高等学校規則の一 部 改正)

第 五条石川 県 立高等学校規則(昭和三 十 七年石川 県 教育委員会規則第三 号 )の一 部 を次のように改正する。

第 三 号 様式中「 ⑨ 」を削り、 同様 式附を削る。

第 四号様式中「 ③ 」を削り、 同 様式制 を 削る。

( 石川県技能教育施設の指定等に関する規則の一 部 改正)

第 六条石川 県 技能教育施設の指定等に関する規則(平成五年石川 県 教育委員 会 規則 第 一 号 )の一 部 を次のように改

正 する。
別 記様式第一 号 及び別記様式第二 号 中「潮時」を「燕」に改め、「⑨ 」を削る。

( 石川県立中学校規則の一部改正)

第 七条石川県立中学校規則(平成十五年石川県教育委員会規則第十六号)の一 部 を次のように改正する。

別 記様式第二 号 中 「 ② 」を削り、同様式回 を 削る。

別 記様式第三 号 中 「 ② 」を削り、同様式闘 を 削る。
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( 石川県立生涯学習センター管理規則の一 部 改正)

第 八条石川 県 立生涯学習センター 管 理規則(昭和四十一 年 石川 県 教育委員会規則第五号)

す る。
別 記様式第一 号 中 「 ② 」を削り、同様式備考3 を 削る。

別 記様式第三 号 中 「 ② 」を削り、同様式中備考2 を 削り、備考1 を 備考とする。

別 記様式第五号中「② 」を削り、同様式備考を削る。

(石 川 県 立白山 青 年 の家管理規則の一 部 改正)

第 九条石川県立白山青 年 の家管理規則(昭和四十四年石川県教育委員会規則第九号)の一 部 を次のように改正する。

別 記様式第一 号 中 「 ② 」を削り、同様式備考を削る。

( 石川県立少年自然の家管理規則の一 部 改正)

第 十条石川県立少年自然の家管理規則(昭和四十八年石川県教育委員会規則第十三 号 )

る 。
別 記様式第一 号 中 「 ② 」を削り、同様式備考を削る。

(石 川 県 立自然史資料館管理規則の一 部 改正)

第 十 一 条 石 川 県 立自然史資料館管理規則(平成十八年石川 県 教育委員会規則第十四号)

る。
別 記様式第一 号 中 「 ② 」を削り、同様式備考を削る。

別 記様式第二 号 中 「 ③ 」を削る。

( 石川県文化財保護条例施行規則の一 部 改正)

第 十 二 条 石川県文化財保護条例施行規則(昭和三 十 二 年 石川県教育委員 会 規則第六号)

る 。

の 一 部 を次のように改正

の 一 部 を次のように改正す

の 一 部 を次のように改正す

の 一 部 を次のように改正す

別 記第一 号 様式、別記第三 号 様式から別記第九号様式まで、別記第十一 号 様式及び別記第十二 号 様式中「薄」を

「 燕」に改め、「 ③ 」を削る。

別 記第十三 号 様式中

「 翌四満己中鶏刊行(猟N ohp理 市対)

イ社 とE 工
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制 ヱ 一 滴鍵訓榊皿ゆ芸者 に 改める。

系 事的帯 型
河 合

別 記第十四号様式から別記第十六号様式までの規定中「漕 」を「 燕 」に改め、「⑨」を削る。

別 記第十七号様式から別記第十九号様式までの規定中「酒 」を「 燕 」に改め、「⑨」を削り、

「 品副正時対〉(跨〉一n voパ E '4片 山畑時打置か0 ) M3 柵 k mJ寸 か瀦ゆ- cp苫 吾め成暴斗かれ~川法

」け，時以。

( 時刻4 4嚇 濫)

を
に 改める。

( 時刻4 4嚇 濫)

別 記第二 十 号様式中「潮岬」を「燕」に改め、「⑨ 」を削り、「 淑 恒味3 叶 湖沼」を「淑国3 締 盟」に、

「 同淑同鵡同c qw聞 酒 ω 含 汁汁送3 ヨ 訓時法務〉3 縞 ゆ E J 々 、)論議川河O A3刷 用鵡 3 Fkm陣 C A 打 附汁か
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( 石川県埋蔵文化財センター管理規則の一 部 改正)

第 十三 条 石 川 県 埋蔵文化財センター 管 理規則 (平成十年石川県教育委員 会規則 第五 号 )

る 。
別 記様式第一 号 中「②」を削り、同様式備考を削る。

別 記様式第二 号中「②」を削る。

( 石川県立輪島漆芸 技術研修所受講規程の一 部 改正)

第 十四条石川 県 立輪島漆芸技術研修所受講規程(昭和四十七年石川 県 教育委員会規則第十号)

改 正する。

別 記様式第一 号 及び別記様式第二 号 中「⑨」を削る。

別 記様式第三 号及び別記様式第四 号中「 薄」を「議」に改め、「③」を削る。

附 則

( 施行期日)

- この規則は、令和三 年 四月一 日 から施行する。

( 申請書 等への押 印の義 務付 けの緩和に関する規則の廃止)

2 申 請書 等への押 印の義 務付 けの緩和に関する規則(平成十一 年 石川 県 教育委員会規則第六号)は、廃止する。

( 経過措置)

3 こ の規則による改正前のそれぞれの規則の規定に基づいて作成した用紙は、

用 することができる。

の 一 部 を次のように改正す

の 一 部 を次のように
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